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1987.4-･1991.6までLT)当院に二畑十る大腸･直腸癌367

例を対象上して誤診十その対策を検討した.誤診の定義

直腺縫,肝門鈍LJつい二Filかを検査し.未発見LJ)ち(二･り上し

た.

対象期間内で当院誤診例は25例で,内訳は注腸13例,

CF4例.直腸･-肝f~'l.】錆lO例で,検査数を考:::._る上注腸.

CF間には誤診率に有意差はない.2検査1､人l･/亡誤診さ

れているものが3例ある.他院誤診例はI/1仰トビあー-､た.

注腸誤診因は研修医cI')透視発R能力欠除が大半LJ)j削b

である.注腸透視･発見C')カギ'は,(弟 ∴董造&,/;だけに軟

い軒薄層法を重視する.しき十空気農は出来るだけ′レく.

しか 府脱 ･S状結腸L'･7)8万向1()枚撤*;,/.i;111分割-Aか･､,,卜

撮影の重臥 ⑤ 盲腸部Tl･;迫搬B/,,,⑥ 立位撮蛭石′')廃車で

ある.
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tTS.阻喪造影 (経L】.点滴静注lて,阻喪(7日/1denoTl･1-

1,()matosis上診断された_15例 澗 llt札 女▲:l例∴31-(うT

才lに-~'いて,腹部 tlS,胆喪造壌往づ鳥二Lドし′r所見を

比較した.USでは 仝例に胆,#壁肥厚七二Zi････卜様TT-

:--を認(1Ⅵ二が. 粧喪造酢で内陸LT)外側E･こ小憩室様LT)

造殴三周恒 貯留像!二してlhtflLIL,された Ⅰモ()kitL,lTISky-Asehofr

sinus(,Il払張像を USでは.小葉胞懐こl二して描出はで

きたかV-､た. しかし,合併してし､たホり一･-Jl-1)小結す立.-i

描f侶二は付:1~】だ--,た.Lvrは,9例に施行され 7f姉こ

肥厚した阻喪壁内に払人した Iiokitansk),･･･････-j＼shcofl-sinus

た.

且望)非定型的な勝および勝近傍の藤感性病変の

画像診断
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肝および肝近傍L-rl腫癌性病変L'T)うi:,.定型[射亡肝癌を

除いた症例を範札 ･')で)こ日刊を呈示した.

1例日は74才女性.i:.訴は胸やけ.腹部｣∴L-で肝尾

る肺癌が発見され 切除Lf)結果.騨鳥肺癌と診断さわた.

(T で空気を含んだ粁近傍LT)膝癌:L_2つLT)肝肺癌が発見

され 切除し7う結果仁二指腸平滑筋肉腫とそ(r凋十転移上診

断された.

3例日は60才女~性.≡.I.--.訴く･よ腹痛.肝朗部かt､.'鈎部にか

けで著明な魔太を認め鰐癌が疑われたが, 1ケ月観閲部

は縮小し押炎上診断された.t十L･_二号例を呈示 した.

13)副腎骨髄指.町棒と両側副腎-i汗大化を伴 -lた
ク-!シンダ病し'-11狩り

関 裕史 鳩 谷 射 慧錆 畠摘 病院)

吉岡 )L明 ( 局 内杵 )

山崎 信保 ( 閲 外科 )

関谷 敢姉 ( 吊 病理 ､)

結節性副腎皮質過形成を示すタヅシンダ病をこ副腎骨髄

勝頼睦､l二副腎I湖雄二封､巨､た 1例を報質した.

結節性過形成は.占肝腎に内lt守 る結節化素L札!二^Cl､トI

i/L7_)長期にわたる副腎刺激に上り形成されろLL_L､わ,flてい

る.-:Tfl/こ､副腎骨髄脂肪腫ミ摘 IJ腎間質細胞にFf~言来 し 慢

性LJ)AC′l'トI刺激LL_く十lTT'ド過剰及び組織壊死が骨

髄眼精化し7_)引き金しリころとし､われる.

本例甘 ACTH (/Tl長期にわたる副腎刺激が,結節性

惑留腎皮質過形成を形成するととも監房日野骨髄脂肪魔の誘

因となる可能性を示唆するものと思われた.

14)手術帥 こ･一一一致 Lた広が りを示 Lた後月樹膜偽

粘液腫()う1例

椎省 真･木村 元政
酒井 邦夫 (新潟大学放射線科)

いて.組織学的には腹膜偽粘液腫日F-･111--ctあE)ながi▲っ.

そし･｢沌ヨ在が後堰膜腔にあ･r),手術創にモー)て側脂部皮下


